
福
井
の
幕
末
明
治 

歴
史
秘
話 

関
連
史
料
・
ゆ
か
り
の
地

松し
ょ
う

旭き
ょ
く

斎さ
い
て
ん
い
ち

天
一
の
ふ
る
さ
と
福
井
へ
の
贈
り
物

天
一
が
寄
進
し
た
藤
島
神
社
境
内
の
石
灯
篭

天一は名声を得てからも
何度か福井で凱旋公演を
行っています。故郷を思
う天一は度々貧しい人に
金品を贈ったり、神社や
お寺に寄付していました。
藤島神社境内にある石
灯
とうろう

篭も天一が寄進したも
のです。

【住所】
福井市毛矢 3 − 8 −２１

（JR 福井駅より京福バス赤十字
病院行き「不動山口」下車徒歩
5 分）

参考資料等 青少年育成福井県民会議編『若越山脈』第２集、藤山新太郎『天一一代　明治のスーパーマジシャン』NTT 出版

明
治
時
代
に
世
界
を
舞
台
に
活
躍
し

た
マ
ジ
シ
ャ
ン
松
旭
斎
天
一
。
天

一
は
、
嘉
永
６
（
１
８
５
３
）
年
、
福
井

藩
士
の
家
来
の
子
と
し
て
福
井
城
下
に
生

ま
れ
、
一
家
で
四
国
に
渡
り
寺
で
育
ち
ま

し
た
。
幼
い
こ
ろ
か
ら
人
を
驚
か
す
こ
と

が
大
好
き
で
、
悪い

た
ず
ら戯
を
繰
り
返
し
、
15
歳

の
時
に
寺
を
追
い
出
さ
れ
旅
芸
人
に
な
り

ま
す
。

　

天
一
は
、
生
ま
れ
つ
き
の
才
能
を
活
か

し
ま
す
。
剣
渡
り
、
落
語
、
手
品
な
ど
の

芸
を
見
よ
う
見
ま
ね
で
披
露
し
て
い
ま
し

た
が
、
和
歌
山
の
興
行
で
大
き
な
失
敗
を

し
ま
す
。
興
行
主
に
の
せ
ら
れ
て
一
度
も

挑
戦
し
た
こ
と
の
な
い
「
火
渡
り
」
に
即

興
で
挑
む
こ
と
に
な
り
、
あ
ま
り
の
熱
さ

に
途
中
で
気
絶
し
、
全
治
３
か
月
の
火
傷

を
負
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。
こ
れ
が

き
っ
か
け
と
な
り
、
天
一
は
秘
法
や
手
品

の
タ
ネ
を
研
究
し
、
完
全
に
自
分
の
も
の

と
し
て
か
ら
芸
を
披
露
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

天
一
は
一
座
を
結
成
し
て
、
明
治
13

（
１
８
８
０
）
年
、
28
歳
の
時
に
大
阪
で

旗
揚
げ
興
行
を
し
、明
治
21
（
１
８
８
８
）

年
、
35
歳
の
時
に
満
を
持
し
て
東
京
の
大

劇
場
で
興
行
を
始
め
ま
す
。
実
は
、
こ
の

ス
タ
ー
と
な
る
第
一
歩
と
な
っ
た
東
京
の

興
行
前
に
、
天
一
は 

「
一
大
奇
術
」
を
演

じ
て
い
ま
す
。
当
時
、
東
京
で
は
劇
場
で

の
奇
術
興
行
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
奇
術
は
歌
舞
伎
や
そ
の
他
の
芸
と

比
べ
て
低
く
見
ら
れ
て
い
た
の
で
す
。
一

流
の
劇
場
で
興
行
し
た
い
と
念
願
し
て
い

た
天
一
は
、
劇
場
で
あ
っ
た
「
文
楽
座
」

を
「
文
楽
亭
」
と
一
字
変
え
て
寄よ

せ席
と
し

て
警
察
か
ら
許
可
を
得
た
の
で
す
。
こ
の

興
行
は
空
前
の
大
ヒ
ッ
ト
を
記
録
。
東
京

の
大
劇
場
で
奇
術
を
演
ず
る
と
い
う
天
一

の
先
見
性
が
ス
タ
ー
の
座
を
射
止
め
た
の

で
す
。

　

天
一
の
人
気
は
欧
米
に
も
広
が
り
ま

す
。
明
治
34
（
１
９
０
１
）
年
か
ら
実
施

し
た
ア
メ
リ
カ
な
ど
に
お
け
る
海
外
巡
業

を
大
成
功
に
収
め
ま
す
。
帰
国
後
、
明
治

38
（
１
９
０
５
）
年
に
東
京
・
歌
舞
伎
座

で
興
行
を
行
い
話
題
に
な
り
ま
す
。
外
国

で
学
ん
だ
新
奇
術
に
よ
り
再
び
日
本
で
大

人
気
に
な
っ
た
の
で
す
。
天
一
が
こ
れ
ほ

ど
ま
で
人
気
を
博
し
た
秘
密
の
一
つ
は
、

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
劇
場
型
の
マ
ジ
ッ
ク
を

生
み
出
し
た
こ
と
で
す
。
明
治
期
の
奇
術

師
は
落
語
家
組
織
に
所
属
し
て
お
り
、
手

品
は
寄
席
で
演
じ
ら
れ
る
程
度
で
し
た

が
、
天
一
は
、
独
自
の
演
出
を
加
え
た
水

芸
や
大
掛
か
り
で
斬
新
な
舞
台
奇
術
を
作

り
上
げ
、
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
に
高
め

た
の
で
す
。

　

こ
う
し
た
数
々
の
功
績
に
よ
り
今
や
松

旭
斎
天
一
は
「
日
本
近
代
奇
術
の
祖
」
と

称
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
代
の
マ
ジ
シ
ャ
ン

に
つ
な
が
る
多
数
の
弟
子
を
輩
出
し
、
天

一
の「
天
」の
字
は
現
在
の
イ
リ
ュ
ー
ジ
ョ

ニ
ス
ト
の
ル
ー
ツ
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

世
界
の

エ
ン
タ
ー
テ
イ
ナ
ー
、　

松し
ょ
う

旭き
ょ
く

斎さ

い

て

ん

い

ち

天
一

松旭斎天一肖像
（『福井県の華』より）

明治 43（1910）年、（東京市）新富座公演でのポスター
（河合勝マジックコレクションより）
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